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1．はじめに：鶏本語を教えるということ
　今回の公開講座（平成6年度小樽商科大学公開講座「外国語としての日本語：日本語教師を冒
指す人のために」1994年10月4日一11月4日）はそのテーマから当初，受講者層を限定しすぎ
るのではないかという危惧があったが，ふたを開けてみるとほぼ定員いっぱいの応募があった。
これも日本語教育への関心の高さを示すものであろう。確かに外国人に日本語を教えることは，
一般の人たちが気軽にできる国際貢献という印象があり，そのような市民レベルでの実践の熱意
は貴重である。しかし母語（つまり私たちにとっての厳本語）を外国人に教えることは実際には，
多くの人が漠然と思っているより，はるかにむずかしいことである。本格的・効率的に教えるた
めには，理屈抜きの繰り返しや熱意だけではなく，日本語に対する正しい認識と教育のための体
系的知識・技能が必要である。この講座はその入門のための手引きであり，本格的に「日本語教
師を目指す人」はこれを糸口にさらに専門的な勉強をつまなければならない。しかしさしあたり
日本語教師を目指していない人であっても，日本語に対する客観的認識をもつことは，ことぼへ
の視野を広げ，豊かな言語生活を送るうえで大切なことである。
　そうした認識の第一歩として，ことばが「使える」ことと「教えることができる」こととは別
であることを確認しておこう。私たちが母語を話せるのは無意識の無自覚的能力であり，それを
異なる母語の持ち主に教えるためには，私たち自身が自分の母語を意識的・客観的なかたちで理
解し直さなければならない。「外国語としての日本語」と呼ぶ理由もここにある。さらに「外国語
の習得」と「母語の獲得」は基本的に異なるということも強調しておかなければならない。「私た
ちはむずかしい日本語を何の苦労もなく身につけたのだから，英語も理屈を並べるより赤ちゃん
になったつもりで反復すればいい」とは英語学習に際してよく耳にする文句である。確かに理屈
抜きの反復が有効な面もあるが，すでに母語にそまってその環境で生活している大人にとって，
外国の赤ちゃんと同じ条件に身を置くことは（出発点からして違っているのだから）物理的に不
可能だし，大人の頭脳にとっては哩屈」こそ多くのムダを省いてくれるのである。外国人を子
供扱いするのではなく，大人の理性に訴えて納得してもらえる教え方を目指すべきである。
2．外から日本語を見る：言語と鶴本語に対する客観的認識
　そこで本講座の第一講では，日本語を世界の諸言語の中の一つとして正当に位置づけ，あわせ
て言語一般に対する認識を深めることを目的として，全体への導入とした。受講者自身の偏見や
誤解を明確に意識してもらうため，別添のヂチェックリスト」にそって挙手を求めながらすすめ
た。その十項目の設問のねらいとするところは次のような点である。
！）まず世界には一般の想像をはるかに越える数の言語があること。ちなみに4千という数も控
　えめな数字であり，その倍以上とする見方もある。こうしたおおざっぱな数字しか言えないの
　は，何をもって一警語と見なすかという一定の基準があるわけではないこと，調査研究の手が
　及ばない地域がまだあること，その一方で消えゆく雷語の現状がつかみにくいこと，さらに言
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　語の名称と実態がしばしば一致しないことなどがあげられる。いずれにせよ世界の言語の多様
　性を知ることは，β本語を過度に特別視したり，英語を外国語の典型と考えたりする傾向に反
　省を迫ることになろう。
2）このように多数ある諸言語の中にあって，日本語は話者数の点でどのような位置にあるのか。
　これも数え方によって異なるが，！億を越す話し手を有する言語はほぼ十指におさまる。辛し
　て日本人自身は日本語を過小評価する傾向にあるが，日本語の活力と経済力を率直に自覚する
　ことが必要であろう。同時に国と言語がほぼ一対一で対応することが世界の中では異例である
　ことも自覚されなければならない。
3）「文法」というのはとかく外国語学習において必要悪もしくは邪魔者扱いさえされるが，母
　語・外国語を問わず，言語伝達には共通の基盤篇文法が前提になっていることを忘れてはなら
　ない。母語ではそれを意識しないで済むが，外国人にはその無意識を意識化して明示してやる
　必要がある。田本語教師は日本語の事実を正確に一般化した文法（それは完成した不動のもの
　ではなく現在もより良い一般化が模索されている点で，伝統的・規範的文法とは別物である）
　に基づき，さらに理想的には学習者の母語との違いにも配慮しながら，日本語のポイントを提
　示できなけれぼならない。
4）外国語教育の問題点を，日本の英語教育をもとに考えてもらう設問である。与えられた選択
肢はそれぞれに正しい指摘を含んでおり，教師や教育体制・内容の問題ももちろん無視できな
　いが，やはり話す機会と必要性からくる「動機づけ」が大きな要因といえよう。
5）日本語の書きことばで大きな比重を占めている漢字をどうとらえるか。教える側に漢字に対
　する確たる自信がないと，必要悪としてのみとらえられやすい。外国人には漢字はムリだと決
　めつけるのではなく，漢字が日本語の語彙において果たしている効率性を積極的にアピールす
　べきだと考える。
6）英語中心の外国語観を見直すとともに，「話し手」と一口に蓄っても，母語話者のほかに非母
　語話者（第二言語としての話者）も特に英語の場合，忘れてはならない問題である。ちなみに
　英語は3億5千万の母語話者に加えてそれとほぼ同数の非母語話者がいるとされるが，両者合
　わせても中国語（約！2億）には及ばない。
7）「未開民族」という概念自体，すでに時代遅れの一面的な規定でしかないが，文明の進展と言
　語の構造には何の関係もない。どの言語もその話し手にとって最適の伝達手段であり，言語教
　育に携わる者は学習者の母語と文化にも等しく敬意と関心を寄せるべきだ。
8）「日本語はむずかしい」というのは日本人自身が抱きやすい偏見であるが，発音や文法に関す
　る限りむしろ単純で規則的であると言ってよい。
9）日本語が「あいまい」で「非論理的」であるという偏見も根強いが，どの言語にもそれぞれ
　の目の付け所と論理があることを理解すべきである。主語の明示や数の区別にしても，常にそ
　れを言語化することがすぐれているとは言えない。日本語は述語の形で主語がわかったり（「う
　れしい／うれしがる，うれしそう」「参る／いらっしゃる」），数の区別の代わりに生物／無生物
　の区別（「いる／ある」，「連れて／持って」）などがあり，要するに下機化する際にどこに注目
　するかが異なるにすぎない。「論理」を好まない傾向があるとしてもそれは（一部の）日本人の
　せいであって，日本語のせいではない。
10）ことばが「乱れている」とか「正しく美しい」というのは，主観的・規範的な見方である。
　語学教育にはある程度の規範性は必要だが，言語の実態をありのままにとらえる客観的・記述
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的態度が根本にあるべきであろう。一例として「見れる」「出れる」等のいわゆる「ら抜きこと
ば」を「乱れ」と感じる人もいるが，かなり定着しつつあるのは便利だからにほかならない。
つまり「読める」等の五段動詞可能形にあたる形が一段動詞には欠けていたが，それを補うは
たらきをしているのである。規範意識にとらわれると，こうした日常のことば使いを無視・排
除して，実態を離れた「よそ行き」のことばぽかり教えることになりかねない。ことばは変化
していくものである以上，ときには教科書にとらわれない柔軟な姿勢も求められよう。
3．薦本語は特殊な言語か：写本語の特質
　日本語と言語一般に関する「常識」（必ずしも常識になっていないから問題なのだが）を確認し
たところで，日本語の全体像を世界のコンテキストの中でながめ，その特質がどこにあるかを考
えてみよう。
1）系統　日本語が系統的に孤立していることが，しぼしばその「特殊性」を強調する傾向を助
長している。実際には系統不明の言語は珍しくないし，日本語と構造的に類似した言語ならた
　くさんある。日本人にとっての「外国語」が英語を中心とする欧米の言語にかたより，周囲の
諸雷語に目を向けないことも，一面的な外国語観と表裏一体の日本語特殊論をかたちづくって
　いる。
2）構造　音声の面では子音・母音とも種類は平均的で，その組合せ方もきわめて単純である。
　つまり1個の子音に1個の母音が付いて音節ができており，子音の重複や音節末子音は特別の
　場合を除いて原則的にない。このことは英語などと比べると大きく異なる点であるが，世界的
　に見てさほど異例のことではない。単語は語幹にいわゆる「てにをは」が付く膠着的な構造を
基本とするが，これもごく一般的な語構成の手法である。加えて語形変化の仕方も規則的で，
　英語のような不規則変化は少ない。文はSOVの語順をとるが，世界の言語の約半分はこの型で
　ある。他の要素の並び方もSOV型言語の典型と言ってよい。
3）語彙　日本語の語彙は和語／漢語／洋語の三層構造をなしている。この三者の中でそれぞれ
　日常的で易しい和語，形式ばって堅い漢語，そして現代風でしゃれた洋語という分担が成立し
　ている：やどや／旅館／ホテル；うかる・とおる／合格する／パスする。このことが日本語の
語彙と表現を豊かなものにしている。同じような語彙の重層構造は実は，やや事情は異なるが
　英語にも見出せる。すなわち本来の日常語としてのゲルマン系語彙，主に学術・専門用語の造
　語要素としてのギリシア・ラテン系語彙，そして上流社会のことばとして流入してきたフラン
　ス語である：wa之er／hydro一，　aqua一／eau；ask／i就errogate／question。
4）文字　二系列のカナに加えて，それぞれ何通りかの読みを有する数千の漢字，ときにはロー
　マ字をもまじえる日本語の書き方は確かにそれだけを見れば複雑で，世界にもあまり例がない
　と言える。しかしこの問題は上で見た語彙との関連で考えなければならない。つまり日本語で
　は語彙の三層構造が文字のうえでおおむね区別されている。もちろん和語が訓読みの漢字で書
　かれたり，ときにはカタカナ表記されることもある：ひと／人／ヒト。この書き方の自由さを
　「正書法の不統一」として否定的にとらえる向きもあるが，年令や場合に応じた書き方ができる
　のは書きことばの幅を広げるものである。もっと重要なことは漢字を適度に混ぜることによっ
　て文章が読みやすくなることである。つまり視覚的にカナとははっきり異なる漢字がおおむね
　単語の切れ目を示すはたらきをしているため，日本語では英語のような分かち書きが必要ない
　のである。加えて，漢字の部分が意味の中心を担うことが多いので「拾い読み」も可能となる。
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　さらに漢字に音訓があることによって，音読みのむずかしい漢語も訓でやさしく読み替えるこ
　とができる。すなわち専門的用語も漢字で書かれている限り，容易に大体の意味をつかむこと
ができるのである。この点で英語では日常語と専門用語をつなぐ漢字にあたるものがないため
に，ギリシア・ラテン語の素養がない一般人（もちろん母語話者でも）にとって専門用語は理
解がむずかしいのである（鈴木　！975，1990）。確かに漢字を覚えることは特に外国人にとって
大きな負担であるが，一度基本的な漢字を習得すれば飛躍的に語彙が増えることになるのだか
　ら，私たちが何千もの英単語を（しかも不規則なつづりと発音，不透明な意味に悩みながら）
覚えるのと事実上そう変わらない。むしろ漢字の便利さを理解させることだ。
5）敬語　しばしば日本語の専売特許のように見られがちな敬語であるが，およそ対人関係に全
　く配慮しない警語などありえない。率直な自己主張ばかりが強調されがちな英語にしても，こ
　とばと対人関係にはときに日本人以上に気を使っている。一例として，アメリカに赴任した日
本人記者がタクシーに乗った際，行き先に「プリーズ」を付けなかったために運転手から「日
本人だろう」と指摘されたというエピソードがあげられる（田村雄司八葉を節約しない教訓」
『北海道新聞』1994年9月26日夕刊）。ある面ではむしろ英語社会のほうがことばによる関係確
認がきびしいと言えよう。このようないわぼ雷語行動に関する規制に対して，日本語の敬語は
言語形式（文法）に直接かかわる部分が多い点で確かに異なる。しかし形式に気を配るあまり，
実体（気持ち）が伴わないのでは世界に誇れる敬語とは言えないのではないか。昨今，若い人
が敬語を使えないとか，日本人にさえ敬語はむずかしいとかいうとき，今日的な言語状況を離
れて規範意識ばかりが先行している感がある。むしろ敬語が口かせにならないよう，場面と棺
手に応じて「言葉を節約しない」ことに学ぶ必要があるかもしれない。
4．言語の多様性と共通性：異文化理解の懸け橋として
　結局のところ，日本語は臼本人が思っているほど「特殊」な言語ではなく，むしろごく「普通」
の言語であるというのが，言語類型論者の一致した見方である（柴谷　1981，角田！99！）。いずれ
にせよ人間の言語にはそれぞれに異なる「多様性」と，表面的な違いを越えた供通性」の側面
とが認められる。外国語を学んだり教えたりする際には，母語との異同に意識的な注意を向けて，
「ここは自分の言語と同じだ」「ここは違う」と，積極的に比較対照することが有効である。
　具体例として“This　ls　a　book．”と「これは本です」という簡単な文を比べてみよう。同じ事
実を叙述しても，言語が異なれば基本的にとらえ方が異なることを認識しなければならない。ま
ず英語のほうはこの文を構成するすべての単語でくどいほどに単数性を明示しているのに対し，
日本語では数については何も雷っていない。英語の掘sは空間区分の点でtha£と対比されるが，
日本語のコレはソレ・アレと対比される三分法に基づいている。bookとホンにしてもその文化的
背景をも含めた意味は決して「同じ」ではない。また英語には冠詞というものがあって名詞の定／
不定（話し手・聞き手に了解されたものかどうか）の区別が表わされる。、This　is　the　book．”な
ら「これが（例の）本です」となることからわかるように，日本語ではこれに類する区別がハ／
ガの使い分けと関係している部分がある。さらに日本語では文末表現で相手との親しさ等に応じ
て（ダ／デス／デゴザイマス）どれかを選ばなければならないし，場合によっては話し手の男女
差（ダゾ／デスワ等）を反映させることもできる。
　このような違いをよく認識する一方で，その背後には同じ人間言語としての共通性があること
も忘れてはならない。そもそも異なる雷語間で「翻訳」を通して理解しあえるのは，共通の認識
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の基盤があるからにほかならない。手段や程度は違っても，諸言語は必要に応じてどんなことで
も表現できるのである。数の区別は雷うにおよばず，上に見た定／不定のような区別についても
何らかの対応手段を備えていることは，大局的に見れば人間言語のあり方の共通性の一端を示す
ものである。
　言語と文化の違いを見きわめ，解きほぐすことによって共通の部分が見えてくる。外国語を学
ぶことはそのような共通の基盤に一歩でも近づくことであり，教師の役目は異文化理解の懸け橋
となることである。これまでの「国語」の狭い枠から飛び出して，日本語を世界へ向けて発信す
ることは，日本の理解者を増やすとともに，世界の相互理解のために重要である。責任は重いが
やりがいのある仕事として，あるいは市民レベルでの国際化の担い手として，日本語教師への期
待は大きい。
5。参考文献二日本語の認識を深めるために
　以下に本講義を行なう際や本稿をまとめるにあたって参考にした文献と，これから言語と日本
語についてさらに認識を深めたい人のために手ごろな入門書をあげておく。最後の2点は入門書
ではないが，日本語と日本語教育のための便利なハンドブックである。
安藤　貞雄（1986）『英語の論理・日本語の論理：対照言語学的研究詔大修館書店．
上山あゆみ（1991）『はじめての人の言語学』くろしお出版．
金田一春彦（198D粕本語の特質』NHKブックス．
　　　　　（1988）『日本語（新版）』上・下，岩波新書．
小泉　　保（！993）『臼本語教師のための轡語学入門』大修館書店．
佐々木瑞枝（1994）『外国語としての日本語：その教え方・学び方』講談社現代新書．
柴谷　早良（！981）「日本語は特異な言語か？　類型論から見た日本語」哨刊醤語諺10／12，大修
　館書店．
鈴木　孝夫（！975）『閉された言語・日本語の世界譲新潮選書．
　　　　　（1990）哨本語と外国語』岩波新書．
玉村　文郎編（1992）粕本語学を学ぶ人のために£世界思想社．
角田　太作（1991）置世界の書語と日本語＝言語類型論から見た日本語』くろしお出版．
金田一春彦・林　大・柴田武編（1988）『日本語百科大事典』大修館書店．
日本語教育学会編（1982；縮刷版　1987）『日本語教育事典誰大修館書店．
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［参考資料］
　　　　　　　　　　　　　　ことばの常識チェックリスト
　次の1）～5）はa，b，　cから正しいと思うものを一つ選び，6）～！0）は正しければ○，
誤りならば×をつけなさい。
1）世界には約（a．500，b．2，000，　c．4，000）の言語がある。
2）日本語は話し手の数からみると世界で（a．10番ぐらい，b．30番ぐらい，　c．50番ぐらい）
　である。
3）文法は（a．外国語を学ぶときだけ必要，b．外国語を話すときも母語を話すときも必要，
　c．外国語・母語とも会話では不必要）である。
4）日本人が学校教育だけではあまり英語がしゃべれないのは；
　a．先生が日本人で，しかも訳読中心の授業だから。
　b．受験の手段でしかなく，生徒に話す意欲がないから。
　c．日常生活で話す機会も必要もあまりないから。
5）鷺平語の漢字について
　a。非常に効率的で，日本語にとって，なくてはならないものである。
　b．非能率的で教育の負担も大きいので，徐々に廃止したほうがよい。
　c．日本人には便利だが，外国人の日本語習得の障害となっているので，減らしたほうがよい。
6）今日，話し手の数が一番多い言語は英語である。［］
7）いわゆる未開民族の言語は先進国の言語に比べて，一般に単純な構造をしている。［］
8）日本語の発音や文法は，世界の中でもやさしいほうである。［］
9）日本語は主語を明示しなかったり，数の区別もあいまいであるが，その点で英語のほうが一
　般に論理的である。［コ
10）現代の日本語はまちがった発音や用法，流行語や外来語の氾濫で乱れているので，外国人に
　は正しく美しい日本語を教えるべきである。［1
一76一
